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研究成果の概要（和文）：本研究はOCDへの有効なCBTを提供できる治療者を増やすことを目指して、専門家によ
る遠隔SVの効果を検証することを目的とした。23名の対象者が個人SVを受けながらOCDに対するCBTを終了でき
た。OCDへのCBTに対する自信（１：全く自信がない～５：自信がとてもある）については、治療前後で平均2.6
点から3.7点に増加しており、OCDのメインアウトカムであるY-BOCS重症度の総得点の平均は24.2点（重度）から
12.9点（軽度）へと46.7％の改善がみられた。初心者でも遠隔SVを受けながら治療することにより強迫症状の著
明な改善をもたらし、本治療への自信を高めることがうかがえた。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to investigate the effectiveness of online 
supervision in CBT for OCD to solve the shortage of CBT therapists who can provide effecitive 
treatment. The subjects were CBT therapists who applied for recruitment in this study and gave 
written consent.The numbers of treatment sessions were around 16 and after each session, the 
subjects sent voice recording and summary to their supervisor for a 30 minute online supervision. 
Twenty-three subjects entered this study from June 2019 and March 2022 and completed the treatment.
The subjects’level of confidence for conducting CBT for OCD by themselves improved from 2.6 to 3.8 
(minmum 1,maximum 5) after 16 sessions.The mean Y-BOCS socre dropped  down from 24.2  (moderfate ) 
to 12.9  (mild) after treatment. This study suggested that online supervision could help less 
experienced and confident therapists to step forward and train themselves in real clinical settings 
in CBT for OCD

研究分野： Psychiatry
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、強迫症に対する有効な認知行動療法を提供できる治療者の数が絶対的に不足している我が国の実情に
鑑み、専門家による遠隔スーパービジョンの有効性を検証する本邦初の研究となる。強迫症に対するCBTの専門
家は少なく、地域的にも偏在している。そのため、発症から初診までに長期間を要し、症状の重症化、慢性化、
患者と家族の生活障害を増悪している。本研究により専門的なSVを希望する治療者をオンラインでサポートする
ことで強迫症状の著明な改善と治療者の本治療への自信の高まりをもたらすことが明らかになったことは、本疾
患への治療者数を増やすことにつながり、上記の問題点を解消すると考えられる、

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 

 

１．研究当初の背景 

強迫症（Obsessive-Compulsive Disorder;  OCD）は慢性化、重症化しやすく、セロトニン再
取り込み阻害薬による薬物療法、および曝露反応妨害法（Exposure and Response Prevention; 

ERP）を主技法とする認知行動療法（Cognitive Behavioral Therapy; CBT）による治療が台頭す
るまでは、どのような治療法によっても、予後は自然経過と変わらないと言われるほど難治な疾

患であった。現在は上記の治療法の有効性が実証されており、中でも CBTは英国のガイドライン

では児童思春期の OCD の第一選択肢とされている。本邦でも我々の研究グループによるランダ
ム化比較試験において強迫症に対する CBT の治療効果が実証され、上記薬物よりも有意な症状

の改善がみられた（１）。しかしながら、本邦では OCDに対する CBTの普及は未だ十分に進んで
いない。その原因として、有効な CBTを OCDに対して提供できる治療者の絶対数が不足している

ことが大きい。典型的な OCDでは、ある刺激により強迫観念が浮かぶと、患者はそこで生じる不

安を一時的に軽減するための強迫行為を行う。このため本来なら不安が自然に軽減することを
体験できず、強迫観念により不安になるたびに強迫行為を行うこととなり、悪循環が生じ、症状

が増悪する。このような症例では、強迫観念の生じる不安な状況に不安の程度の低いものから段

階的に曝露(エクスポージャー)し、不安を軽減するための強迫行為を行わない(反応妨害)とい
う CBT の治療技法である曝露反応妨害法 (Exposure and Response Prevention; ERP)が子ども

から成人まで適応でき、著効する。初心者の OCDへの CBTの習得には専門家による指導を受ける
ことが不可欠である。周囲に経験を積んだ指導者がいない場合は、患者を不安な状況に直面させ

ることが患者や家族にマイナスなイメージを持たせるのではという懸念から、CBTの先進国であ

っても ERP を行うことをためらう治療者も多く、治療者へのサポートがないことも要因とされ
る (２)。さらに本邦では OCDへの CBTの専門家が地域的に偏在していることも状況を悪くして

いる。我々はこれまでに同じ職場や専門の研究室の治療者に治療の指導（supervion;SV）を行う
と同時に、OCDに対する CBTの研修会を全国規模の学会等で開催し、希望する参加者に遠隔シス

テムにより SVを提供してきており、手ごたえを感じている。専門的な指導のもとであれば、時

間のない精神科医のみでなく心理士などに対象者を広げれば、OCD に対する CBT(特に ERP)の研
鑽を積むことができ、強迫症状で苦しむ患者や家族に対応できるようになると考えた。 

 

２．研究の目的 
 本邦においては絶対的に不足している OCD に有効な CBT を提供できる治療者の数を増やすこ

とが急務である。そのために OCD に対する CBTの SVを希望している治療者に遠隔システムによ
り SV を提供し、その有効性を示すことを本研究の目的とする。 

 

３．研究の方法 
 対象は、千葉大学が九州大学と共同で主催している OCDの CBTに関する研修会に参加して、あ

るいは千葉大学のホームページの募集を見て、2019 年 6 月から 2022 年 3 月までに遠隔 SV を希
望した治療者とした。選択基準は、患者から自分の治療者が SVを受けながら CBTを行うことへ

の同意を得られる者、可能な限り録音し、セッションの内容を CBT の指導者（スーパーバイザ

ー）と共有することに対する同意を患者から得られる者、個人心理療法の経験があり、それを実
施する資格と場所を有している者、本試験の参加にあたり十分な説明を受けた後、十分な理解の

上、本人の自由意思による文書同意が得られている者とし、除外基準は、個人 CBTによる OCDの

治療経験が 1 例以下の者、面接において本試験の対象者としてふさわしくないと判断された者
とした。 

選択基準に適合し、除外基準に適合せず、研究参加に同意した者に対して、研究担当者の中か
ら担当指導者を決定した。治療は、1回 50分、原則 16回、厚生労働科学研究班作成の「強迫性

障害（強迫症）の認知行動療法 マニュアル（治療者用）（患者さん用資料）」（３）を用いて

実施された。遠隔 SVは、セッション毎に、送付された動画または音声記録とセッションの要約
をもとに、1 回 30 分で実施した。 

主要評価項目として、強迫症状評価尺度 (成人は Yale-Brown Obsessive-Compulsive Scale; 



Y-BOCS、子どもは Child Y-BOCS; CY-BOCS)を用い、治療効果の比較対照成績として、千葉大学

の認知行動療法研修コース修了者が、対面での SVを受けながら治療した強迫症の患者のうち、 
セッション数等を統制した群の Y-BOCS, CY-BOCS の変化の効果量を用いた。    

副次的評価項目として、対象者の OCDへの CBT実施に対する自信度を 5段階（１．全く自信が
ない ２．あまり自信がない ３．どちらともいえない ４．少し自信がある  ５．非常に自

信がある）で評価した。 

さらに、対象者は SVによる治療の前に、SVを希望した理由、OCDの CBTで困難を感じる点、
治療終了後に OCD の CBT の到達度、気付いた点等についての質問票に回答した。 

 

4．研究成果 
(1)被検者の背景：本研究期間内に、選択基準に

該当した 30名が参加した。そのうち、5名は治
療が中断となり、1 名は患者都合で治療が早期

終結となり、1 名は症状が変化し治療内容が変

更されたため、解析対象集団（FAS : Full 
Analysis Set）は、23名とした。CBTの平均経

験年数は 6.3 年、OCD の平均症例数は 3.7 例で
あった。 

 

(2)主要評価項目 
治療前後の Y-BOCSの変化を評価した。Y-BOCS

の平均は 24.3点（治療前）から 12.9点（治療

後）に減少し（図 1）、重症度は重度から軽度に
変化していた。強迫症に対する認知行動療法の

治療反応性は、Y-BOCS が 25～35％低下するこ
とと定義される。本研究では 47.0％の改善率を

示し、遠隔 SV は OCD の CBT の治療反応を得ら

れ、有効であったと考えられた。なお、この研
究の効果量（d=1.3）は、千葉大学での CBT ト

レーニングコースを修了したセラピストが、時
折対面 SVを受けながら治療した患者の Y-BOCS

の治療前後の変化（成人のデータのみ、d=1.4）

と同程度であった。 
 

（3）副次的評価項目 

 SV 前後の対象者の OCD への CBT 実施に対す
る自信度は、2.6 （SV 前）から 3.8（SV 後）

（1：全く自信がない～5：非常に自信がある）
に上昇した（図２）。遠隔 SVは治療者の自信を

上昇させ、有効であったと考えられた。 

 
（4）対象者への質問票 

5段階（１．かなりできなかった ２．やや
できなかった ３．どちらともいえない ４．

ややできた ５．かなりできた）で回答した、

８つの項目についての到達度の平均は、表 1の
通りであった。 

対象者が OCD の CBT において困難を感じる

点（自由記述）には、多い順に、ASDが基盤に
あること（30.4％）、不合理性が乏しいこと

前               後 

図 1 Y-BOCS 変化 

図２ 治療者の自信の変化 

自信 

前                後 

表 1．治療者の到達度 

到達度確認項目 5件法平均

患者の人となりの理解 4.9

患者の生活の具体的把握 3.6

不合理感の醸成 4.0

回避と強迫行為の区別 4.3

曝露反応妨害法の適応の有無の判断 3.7

有効と思われる課題設定 4.2

課題に取り組んだ結果の検証と修正 3.7

有効な再発予防 3.8



（21.7％）、ERP の適応がないこと（13.0％）等があった。 

そこで、ASDの診断の有無で 2群に分けると、ASD を伴う OCD群が 13名、ASDを伴わない OCD
群が 10名であった。Y-BOCSの平均は、ASDを伴う OCD 群において、24.8点（治療前）から 13.4

点（治療後）に、ASDを伴わない OCD群において、23.5点（治療前）から 12.2点（治療後）に
減少し、改善率は、各々46.0％、48.1％を示し、両群ともに遠隔 SVは OCDの CBTの治療反応を

得られ、有効であったと考えられた。効果量は、ASD を伴う OCD 群において d=1.6、ASD を伴わ

ない OCD群において d=1.4であり、同等の治療効果を認めた。ASDを伴う OCD群と ASDを伴わな
い OCD 群の 2 群の差異の有意確率は p=0.620（＞0.1）であり、統計的有意差 は得られなかっ

た。また、SV前後の対象者の OCDへの CBT実施に対する自信度は、ASDを伴う OCD群において、

2.5 点（SV 前）から 3.5 点（SV 後）に、ASD を伴わない OCD 群において、2.7 点（SV 前）から
3.9 点（SV後）に上昇し、両群とも遠隔 SVは治療者の自信を上昇させ、有効であったと考えら

れた。 
 

（５）まとめ 

 本研究では、専門家による遠隔 SV の実施により、経験の乏しい対象者の OCDの CBTへの自信
が高まることが示唆された。また、遠隔 SVの実施によって、対面 SVと同等の強迫症の治療反応

性が得られることも示唆された。 
 治療後の対象者のアンケートに対する回答では、OCD の CBT において最も困難を感じる点は、

ASD が基盤にあることであったが、測定された主要評価項目、副次評価項目は、ASD を伴う OCD

群と ASDを伴わない OCD群との間の統計的優位差は示されなかった。近年、臨床現場では ASDを
基盤にもつ OCD の増加がみられ、定型発達の患者に比べてその治療にはより専門的な配慮を要

するため、スーバーバイザーがより積極的に介入（指導）した結果であり、それが対象者に有用

であったと思われる。本研究により、治療機会が限られている強迫症患者に対して、特に ASDを
伴う場合、遠隔 SV の元で CBT を実施することの意義を示すことができたと考える。 

 今後の課題としては、本研究では症例数が少なく、データ数が限られていたため、より多くの
症例を対象とし、遠隔 SVの有効性を示すことが望ましい。到達度確認項目の到達度に向上の余

地があることは、項目の中には 1症例の限界、即ち症例数を重ねることが必要である可能性が考

えられる。質問票で、SV のもとでの OCD への CBT の継続希望が多く示され、今後の向上の可能
性が高いと思われる。現行のマニュアルと SVの内容を見直し、より有効な治療の提供につなげ

ていく必要がある。 
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